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Ｑ　
児
童
発
達
支
援
事
業
施
設
設
置

に
係
る
条
例
の
制
定
理
由
は
。

福
祉
課
長　

児
童
発
達
支
援
事
業
所

「
あ
す
な
ろ
の
園
」
は
、
こ
と
ば
の

教
室
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な

動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適
応

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
は
、
県
の
指
導
で
す
。

Ｑ　
地
域
幹
線
バ
ス
経
費
の
減
額
補

正
理
由
は
。

住
民
環
境
課
長　

当
初
は
、安
八
町
・

瑞
穂
市
の
共
同
運
行
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
形
式
で
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
名
阪
近
鉄
バ
ス
が
民
間
バ

ス
路
線
と
し
て
運
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
バ
ス
購
入
経
費
補
助
金
が
全
額

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
新
年
度
予
算
の
地
域
幹
線
バ
ス

経
費
で
、
公
共
交
通
広
域
化
協
議
会

負
担
金
の
減
額
理
由
は
。

住
民
環
境
課
長　

安
八
町
と
瑞
穂
市

で
つ
く
る
協
議
会
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
運
行
経
路
調
査
な
ど
行
っ
て

き
ま
し
た
。
4
月
か
ら
民
間
バ
ス
会

社
に
よ
り
、
運
行
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
は
バ
ス
利
用
者

を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
安
八
穂
積

線
の
バ
ス
路
線
を
守
り
育
て
て
い
く

Ｐ
Ｒ
的
な
経
費
の
た
め
、
前
年
度
よ

り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
バ
ス
路
線
の
変
更
は
簡
単
に
で

き
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　

バ
ス
会
社
を
通
じ

て
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　
新
年
度
予
算
の
心
身
障
が
い
者

福
祉
事
務
経
費
で
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
費
用
が
増
え
た
理
由
は
。

福
祉
課
長　

障
が
い
の
あ
る
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
が
、
学
校
の

授
業
終
了
後
に
、
生
活
能
力
に
必
要

な
訓
練
な
ど
を
通
い
な
が
ら
受
け
る

施
設
で
す
。

　

利
用
者
数
の
増
加
及
び
新
た
に
町

内
に
民
間
施
設
が
増
え
、
２
箇
所
と

な
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
伴
う
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ　
新
年
度
予
算
の
国
際
交
流
推
進

事
業
の
派
遣
予
定
人
数
は
。

生
涯
学
習
課
長
補
佐　

小
学
生
派
遣

の
中
国
は
９
人
の
児
童
（
原
則
、
名

森
小
４
人
・
結
小
３
人
・
牧
小
２
人
）、

中
学
生
派
遣
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

10
人
の
生
徒
（
原
則
、
登
龍
中
・
東

安
中
と
も
各
５
人
ず
つ
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
現
在
６
保
育
園
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
６
園
と
も
認
定
こ
ど
も
園
に

し
て
、
そ
の
後
、
保
育
園
の
統
廃
合

を
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

安
八
町
第
五
次
総
合
計
画
の

中
で
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
平
成
31
年
4
月

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
保
育
園
の

統
合
は
、
計
画
後
期
の
平
成
34
年
度

ま
で
に
決
定
し
、
実
施
し
た
い
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
よ
り
質
の
高

い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
天
体
投
影
機

　
　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
内
）
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